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～論点～

ロシア科学アカデミー。
シペリア支部
創設50周年記念式典参加記

東北アジア研究センター副センター長、教授 匝Ii羊桂i

式典会場にて（右からクズネツォフ教授、 ドプレツォフ総裁、岡、寺山准教授）

ロシア・ノヴォ、ンビルスクにあるロシア科学アカ

デミ ー・ シベ リア支部は、 1957年に創設されたロシ
アでも有数の研究機関であり、本年創設50周年を迎
える。
1992年の東北大学 とロシア科学アカデミ ー・ シベ

リア支部との大学間学術交流協定締結と、 1996年5
月の東北アジア研究センタ ー設置によって、シベリ
アと本学との学術交流が開始された。本年夏には、
三度目の更新が行われるが、この間両機関の間で
は、シベリア支部総裁と東北大学総長の相互訪問が
行われている。またノヴォ‘ンビルスクには当時の無

機化学研究所長クズネツォフ教授の尽力で東北 アジ
ア研究センタ ー・ シベ リア連絡事務所が同研究所内
に設置され、研究交流などに活用されてきたこと

は、すでに「うしとら」誌上で紹介されている。
東北アジア懇話会でも、これまで訪問団を組織

し、シベ リア支部の研究成果や技術を日本に紹介す
るための活動を展開してきた。その意味で、シベリ
アとの交流は、大学の研究ばかりでなく、広く社会
とのつながりの中で進め られてきたと言えるだろ
う。

このほど、ンベリア支部創設50周年記念式典が開催
され、東北大学井上明久総長の祝辞代読のため、筆
者は本センタ ーの寺山恭輔准教授、徳田由佳子助手
とともにノヴォシビルスクを訪問した。 6月1~2日
にノヴォシ ビルスクのアカデムゴロドグ内にある学

者宮殿で開催された式典は、ロシア連邦政府・地方
政府 ・アカデミ ーの代表、外国の来賓を初めとする
人々が、時にコンサー トなどのアトラクションを挟

みながら、 2日間延々と祝辞を述べるというもので
あった。壇上にはシベリア支部の ドブレツォフ総裁
が席に着き、次々に壇上に上がる各界の代表の祝辞
を聞き、贈り物を受け取った。祝辞を述べた人々は
その場で贈り物の内容と趣旨を紹介する。式が進む
に従って、壇上のドブレツォフ氏らの席の前には、
贈り物の山ができあが っていくのである。我々の出
番は、 2日目の午後の外国の大学関係者の祝辞の際
に与え られた。 どうやら祝辞の順番は、壇上にいる
総裁が自分でその都度決めているようであった。そ
れがシベ リア風なのであろうか。 ドブレツォフ総裁
はかつて東北大学を訪問されたことがある。式辞の
代読が終わると、壇上の総裁が歩みよられ、自ら東
北大学を会場の参加者に紹介された。

ア トラクションでは、シベリア支部の歩みを紹介
したスライドショ ーも見ることができた。 ノヴォシ
ビルスク郊外の森林を切り開き、広大な敷地にアカ
デミ ー・ タウンを作り出すという大事業である。 日
本の筑波学園都市のモデルにな ったとのことである
が、国家と研究・教育の関係を考えさせるもので
あった。

式典に先立って5月30日にはシンポジウムが開催
され、その一部を聴講した。そこではドイツの財団
による報告がなされたほか、式典でも英国のロイヤ
ル・アカデミ ー代表の挨拶や、中国・韓国の代表挨
拶があり、国際的交流の進展が知られ、東北アジア
における学術交流の近未来の姿をかいま見た気がし
た。
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東北アジア研究センター・伊逹市噴火湾文化研究所

第1回学術交流連携講演会の報告

初夏の北海道において、伊達市噴火湾文化研究

所との協定に基づく第1回の学術交流連携講演会

が実施されました。東北アジア研究センターで

は、国内外の研究者や市民に所属教員の研究成果

を公表するため、定期・不定期の講演会や研究会

を実施しています。今回は、仙台圏外の一般市民

を対象として、初めて伊達市噴火湾文化研究所と

の共催で講演会を開きました。会場は噴火湾を望

む、だて歴史の杜カルチャーセンターで、明治初

めの亘理伊達氏らの足跡を伝える開拓記念館の向

い側にあります。

東北アジアからの講師は2人、谷口宏充教授と

平川新教授が当地へ赴きました。講演に先立っ

て、伊達市の有田勉教育長が東北アジア研究セン

ターと伊達市との間で学術交流協定を結び、その

一環として本日の講演会が設定された旨の紹介を

しました。その後、さっそく 1人目の谷口教授に

よる 「中朝国境の活火 i 

4月
山白頭山はいま」の講 :国
演に入りました。谷口 r の

ご～ お乞

閃 滋
教授は、地元の有珠山 ：：-大
の例を引きながら、画 § 

タ u,
令t くつ
t 幻頁

像を紹介しつつ国内・ ゃ 山

国外火山噴火の状況、 ・フ ば
ヽヽ

渤海王国滅亡前後の白 ＼ょ
頭山での噴火、現在の

火山調査の方法などを、

いくつかのセクション

に話題を分け、火山研

究の意義をわかりやすく紹介しました。昭和新山

のふもと町ということもあり、参加した市民は眼

を大きく見開いて聞き入っていました。 しばしの

休憩の後、 2番手の平川教授が、 「開国以前のロ

シアと北海道」と題して、江戸時代の日露関係の

歴史を、ロシア側からの対応を基軸とし、漂流民

やロシアの日本語学校などに焦点をあて、ややも

すれば大黒屋光太夫や日本側の視点に傾きがちな

従来の日露関係を、ロシア側資料によって、立場

を変えた視点から解き明かしました。話の間に、

戦後の日本歴史学界で支配的であった江戸時代は

お役人様と人民との緊張的対峙が社会の基本構造

であったとする歴史観について言及し、それは一

面的なもので、江戸幕府体制が250年つづく背景

には、協調的な社会構造もあったというような歴

史学全般に亘る事柄にまで話がひろがり、 「水戸

黄門」的世界に慣れた聴衆に驚きを与えていまし

た。

今回、第1回の学術交流連携講演会ということ

で、センター側も力を入れ、講師・司会者の他、

事務から伊藤•前川・酒井3女史の派遣を得、手

不足の伊達市の事務局側に合力したことにより、

講演会をスムーズに運営することができました。

聴講者は伊達市側の発表数に拠れば60名強、市内

の他、室蘭などから来られた方も多かったようで

す。伊達市で製作したポスターの他、開催前日の

北海道新聞などにも紹介記事が大きく出ていまし

た。講演会を総括された噴火湾文化研究所の大島

直行所長は、次回以降は、聴衆は更に倍、 3倍に

と力説していました。 しかし、相対的に人口の少

ない南北海道、無理をせず、互いに長く有用な交

流をつづけ、 100年前、亘理の人々が当地の人々

にいただいた心遣いに答えれば良いのではないか

と思います。所長大島直行氏によれば、伊達市の

文教政策は20年、 30年先を見すえたもので、とり

わけ人材育成に力を入れているとのこと。今回の

本センターの活動は一つの知的貢献として、当地

の地域活性化に多少なりとも有効に作用するで

しょう。

当日、大島所長から直々に研究所秘蔵の藤田嗣

治ゆかりのシャーマン コレ クシ ョンをご披露いた

だきました。外部公開をする時は、協定先の本セ

ンターのみがその任を担えるとの言 もいただいて

おります。 （磯部彰）
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ワークショップ777
「東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット」第1回研究会開催

本年 4月より、プロジェクト研究部門として発足し

た 「東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット」

の主催による第 1回研究会が 「ワークショップ777」と

題して 7 月 7 日（土） •8 B（日）の両日、センター 4階の

大会議室で開催された。同プロジェクト研究部門は、

モンゴル族、満州族、漢族等の東北アジア諸民族が用

いてきた文字資料をコンピュータやインターネットで

利用するための理論・技術・応用を研究することを目的

としている。今回のワークショップは「モンゴル語の

ローマ字転写と翻字に関する諸問題」というテーマの

もとに、モンゴル文献学およびその電子化利用の分野

で研究を行い成果をあげている 7名の研究者による報

告とコメント、さらにそれを基にした討論が行われた。

「ワークショップ 777」の名称は、開催日 (07年7月7日）

にちなんだものである。

今回のワークショップは、 「東北アジア民族文字・言

語情報処理研究ユニット」の発足を記念して、 2日間

の日程で、モンゴル人研究者も交えて、広く研究者・

サークルに公開された形で企画された。中国から参加

を予定していた内蒙古大学の徳力格年（デルゲル）教

授は、残念ながら来日が間に合わず、あらかじめ寄せ

られていた発表原稿を包聯群（ホウ・レンチュン）客員

研究員が翻訳・代読した。

ワークショップには総計30名以上の参加があった

が、きわめて専門的なテーマの上に、センターの地理

的な便宜を考慮すれば、極めて盛会だったと言うこと

ができる。ワークショップではそうした熱心な参加者

を交えて、活発な討論が行われた。

ワークショップ会場風景

［ワークショップ777 プログラム］

■7月 7日（土） 14:00~18:00 

・モンゴル文語の Poppe(1954)式ローマ字転写の特徴

と問題点一円唇母音のローマ字転写の問題に寄せて一

栗林均（東北大学）

• Ligeti式ローマ字転写とウイグル式翻字について

ー前古典期モンゴル文語の転写と翻字一

松川節（大谷大学）

・アルタンハーン伝、オロンスム文書、ハラホト文書研

究の経験から

井上治（島根県立大学）

・アラビア文字表記モンゴル語のローマ字表記

斎藤純男（東京学芸大学）

・コメント

角道正佳（大阪外国語大学）

■7月 8日（日） 10:00~12:30

・『中国蒙古文古籍総目』と『蒙古文甘珠爾丹珠爾目

録』の書名のローマ字転写について

徳力格休（デルゲル） （内蒙古大学）

・コメント

孟達来（ムンフダライ）（中国社会科学院，東京外

国語大学）

•総合討論

同プロジェクト研究では、今回のワークショップの

報告をもとに、モンゴル語のローマ字転写に関する論

文集やハンドブックをまとめて出版することを企画し

ている。

（栗林均）

3つの報告に対して詳しいコメントを述べる角道教授
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東北大学東北アジア研究センター・プロジェクト研究部門
「北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究」第1回研究会

本研究会は、平成19年 6月23日、本年度から立ち上

られた同名の研究プロジェクトの第1回研究会として

開催された。このプロジェクトは、近代束北アジアの

歴史的展開において重要な役割を果たした前近代帝国

統治の諸特質、特に北アジアに淵源する帝国であった

大清国の統治構造とこれに起因する諸問題の解明を目

的とするものである。第 1回研究会では、講演一件と

研究発表三件が行われた。

モンゴル科学アカデミ ー歴史研究所研究員で、東北

アジア研究センター客員教授として滞在中のソドノ

ム・ツォルモン氏による講演「ズーンガル・ハン国建

5月31日から 6月1日にかけて、ロシア科学アカデミー・

シベリア支部の設立50周年記念式典が行われました。5

月31日は主にシベリア支部に関わる研究者の集いであり、

6月1日は外部の人々を招いての式典でした。二日目の式典

には、ドブレツォフ・シベリア支部総裁、ロシア科学アカデ

ミー副総裁、イワノフ副首相、フルセンコ教育科学大臣、ト

ロコンスキー・ノヴォシビルスク知事と鉾々たる顔ぶれが揃

いました。イワノフ副首相はプーチン大統領からの祝辞を

代読しました。時の副首相であり、次期ロシア大統領の有

力候補の一人がシベリア支部50周年記念に訪れたことは、

シベリア支部の研究活動をロシア政府が積極的に支援し

ていることを意味します。

国の諸問題」は、 17世紀から18世紀半ばまで、中央ア

ジアで強盛を誇ったズーンガルの建国時期 と、その首

長であったガルダンのハ ーン号の性格について論じ

た。続く研究報告では、包格日勒図氏が「清末内モン

ゴル西二盟蒙旗墾務局の構成と役割について」と題し

て、清末新政策時期の西部内モンゴル開墾の実施機関

である墾務局の成立経緯と職員構成を分析し、それが

山西・映西省が人員と経費を供給し、開墾業務に当

たったものであることを論じた。鈴木仁麗氏「満洲国

初期の興安省政策とその『自治』一ー『旗制』と 『自

治県制』の比較検討ーー」は、満洲国におけるモンゴ

ル人を対象とした旗制と一般の 「自治県制」の内容を

比較しつつ、異なる文脈から制度化される両者それぞ

れの特質を論じた。岡洋樹「満洲の対モンゴル政策と

チャハル部の服属」は、清初太祖・太宗期における

チャハル部の服属過程を検討しながら、王族に率いら

れて投降した集団・ザイサンなどの官員により率いら

れた集団・エジェイ自身とともに服属した集団の三つ

のグループが存在し、それぞれ満洲側の対応が異なっ

たことを論じた。各報告には、会場から質問が寄せら

れ、活発な討論が行われた。 （岡洋樹）

イワノフ副首相の代読が終了すると、休憩が取られ第2

部に移りました。ここでロシア風の式典が現れます。日本

では式典は厳粛かつ短時間で行われますが、ロシアでは

必ず遊びの要素を含めます。長々と祝辞が述べられる間

に、コンサートを入れるのがロシア式です。今回の50周年

式典でも様々なコンサートが行われました。式典のフィナー

レを飾ったのは、ヤクーツクの若者の弦楽合奏団の演奏で

あり、見事でした。10代の少年少女からなる、この合奏団

の腕前はプロ以上の水準に達しており、バイオリンの強力

な指導者がヤクーツクにいることがわかりました。

（塩谷昌史）
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◆岡洋樹編『モンゴルの環境と変容する社会：東北大学東北アジア研究センター・モンゴル研究

成果報告II』 （東北アジア研究センター叢書第27号）

本書は、 2006年 2月19~20日に開催された国際シンポジウム 「モンゴルの環境と変容する社会」の報告論文集

である。 レーダ技術による地下水計測、リモートセンシング、文献資料などの環境情報をテーマとする第一部

「環境清報：観測技術と方法」、植林・鉱山開発・牧地利用を扱う第二部 「モンゴル草原の環境と人の役割」、

宗教・経済・地理・ 言語の社会変容を論じた第三部 「モンゴルの変容する社会環境」から成り、理系・文系の研

究者による計14本の論文が掲載されている。これらの研究は、 1999~2006年に科研費の補助を受けて文理の研究

者連携のもとにモンゴルの環境を多面的に解明しようとした研究プロジェクトの成果である。 （岡洋樹）

◆明 H香壽｝,,編『シンポジウム「地域協力から見えてくる地球温暖化」』 （東北アジア研究シ

リーズ8)

地球温暖化問題は国際交渉で活発に議論されているが、 実際に温室効果ガスを削減する、あるいは、顕著にな

りつつある温暖化の影響に適応するときは、地域が主役になる。本シンポジウムでは、アジアのエネルギー問題

や環境問題の専門家をスピーカーに呼び、そうした地域構造に即した視点から地球温暖化を見てみるとどのよう

に見えてくるのかを考えることを目的とした。パネル・ディスカッションでは、 「中国が省エネなどのエネル

ギー安全保障のための政策を実施することを、中国および国際社会が温暖化対策の文脈でそれをどのように認識

するべきか（例：気候変動枠組み条約の中での省エネ対策の再定義） 」 「日中協力として何ができるのか」など

が議論された。 （明日香壽川）

◆磯部彰編『東シナ海近世現代出版文化研究』 （東北アジアアラカルト第17号）

本アラカルトは、ニュージーランドの研究者が、敗戦後の沖縄とそこに住む人の姿を沖縄出身の作家目取真俊

を通して分析した研究 「歴史・記憶・物語 目取真俊の小説を通して見える世界（おきなわ）」と、朝鮮朝で印刷さ

れた中国六朝時代の 『文選』五臣注本を宋版や平安紗本などと比較した書誌的研究から成る近世と現代の出版文

化論集である。対象としたエリアは東シナ海沿岸地域と広く関係するため、論集の頭に 「東シナ海」を冠した。

（磯部彰）

◆山田勝芳編『松本健一「アジア主義と大東亜戦争ー北一輝・大川周明・石原莞爾・中野正剛一」

（東北アジアにおけるユートビア思想と地域の在り方研究会 講演会記録）』 （東北アジアアラカ

ルト第18号）

本書は、 2006年12月13日に開催された松本健一麗澤大学国際経済学部教授による共同研究講演会の記録であ

り、当日配布した資料についても整理の上、付載したものである。東北アジアのユートピア的・理想的思想に踏

み込んでいった場合、日本がアジアと関わる中で打ち出した 「アジア主義」 「大東亜」という 「理想」の究明が

不可欠である。これについて、特色ある思想と行動を示した北一輝以下を取り上げて多面的に論じたのが本講演

であり、東北アジアの20世紀前半の歴史研究にとって非常に参考になる。 （山田勝芳）
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戸客員教授紹介戸）

ウラジミールロマノビッチベロスロ

ドフ先生はロシア科学アカデミーシベ

リア支部無機化学研究所教授固体

統計熱力学研究部門長として、固相

状態における理論物理学的研究の分

野で主導的立場にある。これまでに、

2002年10月～2003年2月と2004年11月～2005年2月の2

回、本センター客員教授として着任した。この間に東北大

学のスーパーコンピュータを利用した分子モデルのシ ミュ

レーション開発の共同研究を行い、 10本以上の国際学術

論文を発表し、結晶構造の解析や新しい材料開発の基礎

研究に貢献している。

今回の招聘はベロスロドフ先生の科学学術の見識のもと

7月1日、ロシア・ヤクーツク市から

サハ共和国アカデミ一人文科学研究

所政治学社会学部門長のイグナティエ

ヴァ ヴァンダさんが、東北アジア研

の客員教授として赴任されました。9

月30日までの3ヶ月間の滞在です。イ

グナティエヴァさんの専門は社会学・民族政治研究で、ロ

シアの民族問題とくにシベリアの少数民族問題に関する政

治社会学的分析を行ってきました。とくにロシアとサハの関

係史をふまえた現ロシア連邦サハ共和国における住民の政

治行動とエスニシティに関する定量分析では定評がありま

す。主な業績（単著） として 『ヤクーチア住民の民族構

成：民族統計学的研究』［露文］ （ヤクーツク、 1994年）

に、旧ソ連崩壊以降のロシアにおける戦略的な科学学術

の研究を調査し、その結果を本年4月に発足したプロジェ

クト研究で構築する北アジア戦略データベースに反映させ

るものである。現在ロシアは科学特区を設け急激に発展す

る科学技術に力を注いでいる。特にベロスロドフ先生が所

属するロシア科学アカデミーシベリア支部には大きな期待

が寄せられているため、このような科学学術の変遷を身を

持って体験した先生の調壺は信頼性が高いと期待される。

また、ベロスロドフ先生の仙台での生活は、ご子息が金

属材料研究所の教員のため市内の自宅に同居している。

日本での短い期間の3世代家族生活を楽しみながら、この

4月に高校に入学したお孫さんと毎朝一緒に川内方面へ通

勤している。（工藤純一）

『サハ共和国（ヤクーチア）：民族政治の歴史に関わる回顧

と展望』［露文］ （ノボシビルスク、 1999年）があります。

受け入れ教員の高倉が編集した東北アジア研究叢書13号

や東北アジア研究シリーズ（外国語） 6号にも論文が所収さ

れています。東北アジア研客員教授としての研究テーマは

「サハ共和国近代化における経済ナショナリズムと民族対

立：民族政治の動員過程」です。サハ共和国はロシアに

あってダイヤモンドや金・天然ガスなどの資源の宝庫です

が、その利用をめぐる中央政府と地方政府・民族対立を歴

史的に分析しようというものです。梅雨の仙台ですが、街

の美しさがとても気に入ったそうで朝夕散策するのを楽し

みにしているとのことでした。（高倉浩樹）
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舎新メンバー紹介呈う

本年5月より、本センタ ーの教育

研究支援者となりました佐藤大介

です。

私が担当しているのは、本セン

ターのプ ロジェクト 「歴史資料保

全のための地域連携」です。 2003年

7月に発生した宮城県北部地震に際

しては、 多くの方が被災 されると

ともに、地域に残されていた貴重な歴史資料が数多く

失われました。この経験をふまえ、プロジェクトでは

将来高い確率で発生することが予想される宮城県沖地

震に備えた 「災害「前」の防災対策」 をスローガンに、

研究部門「歴史資料保全のた

地域の方々や仙台地区の研究者や学生 との交流を通じ

て、地域社会と研究機関との新たな協同関係について

模索 しています。

私自身の研究テーマは、19世紀日本列島各地に登場

した 「地域リーダー」たちの政治的力量について、奥

羽地方をフィ ールドに分析しています。最近ではプロ

ジェクトとの関係もあり、食糧確保や郷土防衛といっ

た地域社会の危機管理において、彼らの果たした役割

と意識について注目しています。本センタ ーの皆様か

らもいろいろご教示をいただければ幸いです。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

聯群（ホウ・レンチェン）教育研究支援者（贔且呈沿雷温；土塁□汀…）

1997年に中国内モンゴル大学か

ら留学生として来日し、東京外国

語大学の研究生、東京大学の修士・

博士課程を経て、本年 4月より東

北ア ジア研究センタ ーの客員研究

員、 5月から教育研究支援者にな

りました。東京大学に在学中、 2001

年に消滅に瀕する満洲語の研究で、

2003年には契丹文字の研究で（財）日本科学協会・笹川

科学研究助成を受けました。博士論文では主に中国黒

龍江省におけるモ ンゴル族コミュニテ ィー言語を対象

として、社会言語学の視点から モンゴル語と中国語の

言語接触、言語変異の実態を研究しました。今後は、

更に対象地域を拡大して、中国東北地域のモンゴル族

コミュニティー言語における中国語・満洲語との接触

や、変容しつつある言語の実態を取り上げて、社会言

語学における理論的構築に貢献する ことを目指してい

ます。

東京から仙台にきてびっくりしたことがあります。

仙台は東京と違って、自転車でどこにでも行けるのが

とても楽しいです。旅行が好きなので、仙台の名所を

いろいろ見学したいと思っています。

小野寺歌子教育研究支援者 （プロジェクト研究部門「前近代における
日露交流忠料研究ユニット」）

2007年 5月から本センタ ーで教

育研究支援者として勤務している

小野寺歌子です。専門は ロシア文

化史で、 18世紀後半～19世紀前半

におけるロシア帝国の文化史、と

くに貴族層の教育文化について研

究しています。ヨーロッ パの辺境

に位置するロシアがピョ ート ルー

世以降の西欧化と勢力拡大によってヨ ーロ ッパ列強へ

と成長を遂げていく時代にかんして、貴族が帝国の統

治機構の中で果たした指導的役割や貴族の社会構成の

変化、そして貴族教育文化の変容プロセ スとの相互関

係を解明することをめざしています。

本センタ ーではプロジェクト研究「前近代における

日露交流史料研究ユニット」において、鎖国時代の日

本と ロシアの接触や交流を示す ロシア側史料の翻訳・

編集作業に携わっています。昨年度に刊行した東北ア

ジア研究センタ ー叢書『ロシア史料にみる 18~19世紀

の日露交流』第 2集にひきつづき、本年度中に第 3集

の刊行を予定しています。ロシア文化史を専門とする

立場から東北アジア地域研究の進展に貢献ができれば

と思っています。どうぞよろしくお願いいたします。
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•dtアジア学術交篇懇藍会
お互いの交流拡大を目的に、会員皆様の近況•こ意見などを発信していただくスペースです（不定期）。

........................................................................................................................... 

： 今回は、異業種交流グループ活動での豊富な経験とそのネッ トワークを母体に、 ‘想像から創造へ＇ を社是とし ；
：て設立されたユニークな会社、ソートR&D （株）代表取締役の疋田朋幸氏に登場をお願いしました。 ： 
； 束北大学工学部奉職時には著名なロシアの学術図書を翻訳出版されるなど、ロシア語が堪能な物理学者であると ；
：共に、地元の異業種交流グループ活動の指導で数々の実績を残され、大学在職中の2002年に産学官活動の実践を行 ：
：うべく現在の会社を立ち上げられました。
．．．． ．．．．．．~ ・ ・・・・・・・・............................................................. . ........................................ . ..

ソートと仙露研と東北アジア研
ソートR&D株式会社代表取締役 刃引丑 月1号亘

ソー トは現在私が代表取締役をしている会社のことであり 、仙露

研は仙台ロシア語研修会の略で別名ルースカヤ ・シュコ ーラとも呼

ぶ。東北アジア研は説明の必要はない。これ らはみなロシアと深いか

かわりがあり、私の生活とは切 り離せない。東北アジア研については

2006年 3月東北大工学部を退職するまでの数年問この棟の全学教育の講師室にお世

話になったという経緯もある。物理学と英語を教えていたのである。物理をやりな
がら英語というのはおかしいのだが、全学教育になみななみな らぬ情熱を持ってい

たため志願 したのである。 といえば聞こえはいいが、暇だったからというのが真相
なのだが。

子供の ころからソ連に関心を持ち、いすれは実務的な分野で交流を持っ てみたい

という希望をもっていたが、どう展開 していいのか分からない。勉強のつもり で異

業種交流会のような会に幾つか首を突っ込んでいるうちにソート' 8 6なる交流会
にトラップされてしまった。これが会社を作り、面白い変化をとげている。幸いロ

シアに関心を持ってくれる人もいて 3度ほどロシア視察を行っている。昨年のノボ

シビルスク訪問時には東北アジア研シベリア連絡事務所に駐在中の塩谷さんに大変
お世話になった。

仙露研については全く偶然に国際センタ ーでロシア語教室を開催しているグルー

プがあるこ とを知り、 6年ほど前から通うようになったのである。加賀谷秀男さん

というシベ リア抑留帰りの方が25年ほど前から続けてきたものらしい。レベルもま

ちまちなのが一緒に授業を受けて好き勝手な こと を言い合っているのが実に楽し

い。 しかし、東北大の学生が聴講に来たりするので、あまりいい加減なこ とは出来
なくなった。まったくの入門者は私が教え、中級以上はラ ーダ先生にお願い してい

る。この教室は本来、 仙台市の国際交流協会のボランティア組織の所属なのだ。 し

かし、どういうわけかこの組織は本年 3月で中止となった。私としては放っておく

わけに行かないので、わが社に事務所を置いて活動を続けることにしたのである。

会社はあるし、 ロシア語のネイティプや、優秀な人材にもめ ぐまれており、ロシ

アビジネスなどには絶好の条件が整った。ロシアはなんと言っても巨大な国土と計

り知れない資源に恵まれた国だ。日本にもっとも近い隣国であり、国民の教育レベ

ルも高い。協力すれば日本に利するこ とは大きいと思うのだが、政治的に難しい問

題があるのは残念だ。 しかし、慎重に枯り強く交流を続ければ必ず道が開けるもの
と信じている。

幽
- 9,r渇尋-

写真1；ソートR&D株式会社の基盤組織
ノート'86の20周年記念写真 （本年3月）

写真2；仙台ロシア語研修会（ルースカヤ・
シュコーラ）の皆さん（仙台国際センターの
教室にて）

稟
記

編
，後

岡洋樹副センタ ー長の ロシア科学アカデミ ー ・シベ リア支部創設 50周年記念式典の報告、ありがと

うございました。今回は井上総長の祝辞代読の大役を無事に果たし、本当にお疲れ様でした。また、

ソートR&D株式会社 疋田朋幸代表取締役の意欲的なご活躍のご報告ありがとうござい ました。益々の

ご発展を期待いたします。 （工藤 純一）
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